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クリーニングの白光舎クリーニングの白光舎
　有効期限：2019年9月25日（水）～10月24日（木）
（Ｙシャツ・特殊品・セール品は除きます）

☎ 62－0019

※必ず本券をお持ちください
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アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　次回11月号より広報担当者が変わります。長い間あり
がとうございました。引き続きこの「こうほうＪＡなんと」
をご愛読いただきますようお願いします。

（山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）

  各カートピアSSへ

皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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●フレコン使用料については、流通・保管等に係る経費に含まれています。
●うるち米のその他については、産地精米の品質向上に係る経費です。
●令和元年産米が、１年間で販売出来ず、複数年にわたって販売せざるを得なくなった場合は、別途、
対策経費が必要となる場合があります。

●うるち米の需給調整経費については、米穀周年供給・需要拡大支援事業に係る経費です。

令和元年産出荷契約米の概算金１

令和元年産加工用米の概算金2

令和元年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通し3

●バラ、フレコンについては左記金額から出荷契約米・備蓄米・加工用
米は▲172円となります。

●「ＪＡ米」の要件を満たさない「一般米」は、左記金額から▲300円と
なります。
●30年産概算金単価には追加概算金は含みません。

　令和元年産米穀出荷契約書の約定事項で、流通経費の項目別単価上限見通しについて明らかに
することとしており、下表のとおりとなります。
　なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を
行います。

 種　類 銘　柄 等級 概算金金額 （参考）平成30年産概算金

 種　　類 等級 概算金金額  （参考）平成30年産概算金

 う る ち 米 １等 8,200円 8,200円 も  ち  米

 流通・保管等に係る経費 1,425 1,212 1,780 1,280 997

 事 故 処 理 費 用 10 10 10 10 10

 手　　　　 数 　　　　料 165 165 165 115 165

 生産・集荷・販売等に係る経費 152 35 155 0 0

 需　給　調　整　経　費 22 0 0 0 0

 全 国 監 査 委 員 会 費 用 2 2 2 1 1

 そ　　　　 の 　　　　他 40 0 0 0 0

 合　　　　　計 1,816 1,424 2,112 1,406 1,173

（単価：円／60㎏個、消費税込）

（紙袋60㎏あたり、消費税込）

（ＪＡ米、紙袋６０㎏あたり、消費税込）

米生産者の皆様へ

富 富 富
コシヒカリ
てんたかく
てんこもり
そ の 他
全 銘 柄
新 大 正 糯

うるち米

酒 　 米
も ち 米

１等
１等
１等
１等
１等
１等
１等

14,500円
13,000円
11,700円
11,700円
11,200円
12,000円
13,000円

14,500円
13,000円
11,700円
11,700円
11,200円
12,000円
13,000円

▲刈取りの様子

　　流通経費項目名　　　 うるち米　　 酒　米　　   もち米　　 加工用米　　 備蓄米

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
作
業
の
事
故
事
例
と
対
策

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
作
業
の
事
故
事
例
と
対
策

【
事
例
1
】
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
り
取
り

終
了
後
、
手
刈
り
稲
を
扱
胴
（
こ
ぎ
ど
う
）

入
り
口
か
ら
脱
穀
機
に
投
入
し
て
い
た
。

作
業
衣
の
袖
が
フ
ィ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に

引
っ
掛
か
り
、
前
腕
部
が
巻
き
込
ま
れ
、

手
掌（
し
ゅ
し
ょ
う
）部
を
複
雑
骨
折
し

た
。
袖
口
の
ボ
タ
ン
を
留
め
て
い
な
か
っ

た
の
で
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
だ
。

対
策
…
…
最
近
の
コ
ン
バ
イ
ン
は
全
面
刈

り
取
り
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
圃（
ほ
）場
の
形
状
や
進
入
口
部
分
で

は
手
刈
り
を
し
、
最
後
に
手
こ
ぎ
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
こ
ぎ
は
、
ま
ず
、

平
た
ん
地
で
行
い
ま
す
。
走
行
ク
ラ
ッ
チ

の
中
立
を
確
認
し
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
、
刈
り
取
り
ヘ
ッ
ダ
ー
を
地
面
ま
で
下

ろ
し
ま
す
。
手
刈
り
し
た
稲
を
脱
穀
部
の

投
入
口
か
ら
供
給
し
ま
す
。
稲
は
結
束
せ

ず
ま
た
は
結
束
ひ
も
を
外
し
て
投
入
し
ま

す
。
そ
の
際
に
右
手
が
供
給
部
に
近
づ
き

過
ぎ
る
と
袖
口
や

軍
手
が
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
供
給
口
の

近
く
に
は
「
緊
急

停
止
ボ
タ
ン
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
そ
の
ボ
タ
ン
を
押

し
て
動
力
を
遮
断
し
ま
す
。
フ
ィ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ッ
ク
を
外
し
て
、
腕
や
手

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ー
ズ

ン
前
に
停
止
操
作
を
練
習
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
作
業
者
の
背
が
低
い
場

合
に
は
、
無
理
な
姿
勢
で
供
給
せ
ず
、
幅

の
あ
る
踏
み
台
な
ど
を
利
用
し
て
高
さ
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
軍

手
は
使
わ
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

【
事
例
2
】
倒
伏
稲
を
刈
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
搬
送
部
に
稲
が
詰
ま
っ
た
。
動
力
を

遮
断
し
て
詰
ま
り
を
取
り
除
き
、
作
業
再

開
の
た
め
、
若
干
後
退
発
進
し
た
と
こ

ろ
、
後
方
で
わ
ら
処
理
を
し
て
い
た
補
助

者
に
ぶ
つ
か
り
転
倒
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

悲
鳴
が
聞
こ
え
た
の
で
す
ぐ
停
止
し
て
、

ひ
か
ず
に
済
ん
だ
。

対
策
…
…
コ
ン
バ
イ
ン
は
大
型
に
な
る
ほ

ど
死
角
が
増
え
、
特
に
後
方
は
確
認
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
始
動
時
や
作

業
再
開
の
と
き
は
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
、
一

呼
吸
置
い
て
補
助
者
が
安
全
な
位
置
に
移

動
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
も
有
効
で
す
。
補
助
者
は
機
械
と
の
距

離
を
十
分
に
開
け
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
�
プ
！

 

農
作
業
事
故

大
豆 
収
穫
の
作
業
ポ
イ
ン
ト

コ
ン
バ
イ
ン
の
調
整

●
刈
り
始
め
に
「
刈
取
り
高

さ
」、「
刈
取
り
速
度
」、「
脱

穀
選
別
・
排
塵
調
整
」
等

の
確
認
を
行
い
、
収
穫
ロ

ス
の
低
減
や
安
全
作
業
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

雑
草
等
の
除
去

●
収
穫
前
に
雑
草
や
青
立
ち

株
を
取
り
除
き
、
畦
間
の

雑
草
は
刈
払
機
等
に
よ
る

除
去
を
徹
底
す
る
な
ど
、

汚
損
粒
の
発
生
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
！

適
期
収
穫

●
早
刈
り
↓
子
実
や
莢
の
水
分
が
高
い
た
め
、
汚
損
粒
や
破
砕
粒
の

原
因
と
な
る
。

●
刈
り
遅
れ
↓
立
毛
中
の
裂
莢
や
ヘ
ッ
ド
ロ
ス
に
よ
り
収
穫
ロ
ス
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
子
実
の
光
沢
低
下
や
し
わ
粒
増
加
の
要
因

と
な
る
。

●
左
記
を
目
安
に
適
期
を
判
断
し
、
速
や
か
に
収
穫
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

①
子
実
水
分
22
％
以
下

②
豆
が
球
形
で
固
い

③
子
実
に
爪
跡
が
５
㎜
つ
く
程
度

営
農
情
報

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

22019年10月号3 2019年10月号



●フレコン使用料については、流通・保管等に係る経費に含まれています。
●うるち米のその他については、産地精米の品質向上に係る経費です。
●令和元年産米が、１年間で販売出来ず、複数年にわたって販売せざるを得なくなった場合は、別途、
対策経費が必要となる場合があります。

●うるち米の需給調整経費については、米穀周年供給・需要拡大支援事業に係る経費です。

令和元年産出荷契約米の概算金１

令和元年産加工用米の概算金2

令和元年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通し3

●バラ、フレコンについては左記金額から出荷契約米・備蓄米・加工用
米は▲172円となります。

●「ＪＡ米」の要件を満たさない「一般米」は、左記金額から▲300円と
なります。
●30年産概算金単価には追加概算金は含みません。

　令和元年産米穀出荷契約書の約定事項で、流通経費の項目別単価上限見通しについて明らかに
することとしており、下表のとおりとなります。
　なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を
行います。

 種　類 銘　柄 等級 概算金金額 （参考）平成30年産概算金

 種　　類 等級 概算金金額  （参考）平成30年産概算金

 う る ち 米 １等 8,200円 8,200円 も  ち  米

 流通・保管等に係る経費 1,425 1,212 1,780 1,280 997

 事 故 処 理 費 用 10 10 10 10 10

 手　　　　 数 　　　　料 165 165 165 115 165

 生産・集荷・販売等に係る経費 152 35 155 0 0

 需　給　調　整　経　費 22 0 0 0 0

 全 国 監 査 委 員 会 費 用 2 2 2 1 1

 そ　　　　 の 　　　　他 40 0 0 0 0

 合　　　　　計 1,816 1,424 2,112 1,406 1,173

（単価：円／60㎏個、消費税込）

（紙袋60㎏あたり、消費税込）

（ＪＡ米、紙袋６０㎏あたり、消費税込）

米生産者の皆様へ

富 富 富
コシヒカリ
てんたかく
てんこもり
そ の 他
全 銘 柄
新 大 正 糯

うるち米

酒 　 米
も ち 米

１等
１等
１等
１等
１等
１等
１等

14,500円
13,000円
11,700円
11,700円
11,200円
12,000円
13,000円

14,500円
13,000円
11,700円
11,700円
11,200円
12,000円
13,000円

▲刈取りの様子

　　流通経費項目名　　　 うるち米　　 酒　米　　   もち米　　 加工用米　　 備蓄米

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
作
業
の
事
故
事
例
と
対
策

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
作
業
の
事
故
事
例
と
対
策

【
事
例
1
】
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
り
取
り

終
了
後
、
手
刈
り
稲
を
扱
胴
（
こ
ぎ
ど
う
）

入
り
口
か
ら
脱
穀
機
に
投
入
し
て
い
た
。

作
業
衣
の
袖
が
フ
ィ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に

引
っ
掛
か
り
、
前
腕
部
が
巻
き
込
ま
れ
、

手
掌（
し
ゅ
し
ょ
う
）部
を
複
雑
骨
折
し

た
。
袖
口
の
ボ
タ
ン
を
留
め
て
い
な
か
っ

た
の
で
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
だ
。

対
策
…
…
最
近
の
コ
ン
バ
イ
ン
は
全
面
刈

り
取
り
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
圃（
ほ
）場
の
形
状
や
進
入
口
部
分
で

は
手
刈
り
を
し
、
最
後
に
手
こ
ぎ
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
こ
ぎ
は
、
ま
ず
、

平
た
ん
地
で
行
い
ま
す
。
走
行
ク
ラ
ッ
チ

の
中
立
を
確
認
し
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
、
刈
り
取
り
ヘ
ッ
ダ
ー
を
地
面
ま
で
下

ろ
し
ま
す
。
手
刈
り
し
た
稲
を
脱
穀
部
の

投
入
口
か
ら
供
給
し
ま
す
。
稲
は
結
束
せ

ず
ま
た
は
結
束
ひ
も
を
外
し
て
投
入
し
ま

す
。
そ
の
際
に
右
手
が
供
給
部
に
近
づ
き

過
ぎ
る
と
袖
口
や

軍
手
が
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
供
給
口
の

近
く
に
は
「
緊
急

停
止
ボ
タ
ン
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
そ
の
ボ
タ
ン
を
押

し
て
動
力
を
遮
断
し
ま
す
。
フ
ィ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ッ
ク
を
外
し
て
、
腕
や
手

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ー
ズ

ン
前
に
停
止
操
作
を
練
習
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
作
業
者
の
背
が
低
い
場

合
に
は
、
無
理
な
姿
勢
で
供
給
せ
ず
、
幅

の
あ
る
踏
み
台
な
ど
を
利
用
し
て
高
さ
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
軍

手
は
使
わ
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

【
事
例
2
】
倒
伏
稲
を
刈
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
搬
送
部
に
稲
が
詰
ま
っ
た
。
動
力
を

遮
断
し
て
詰
ま
り
を
取
り
除
き
、
作
業
再

開
の
た
め
、
若
干
後
退
発
進
し
た
と
こ

ろ
、
後
方
で
わ
ら
処
理
を
し
て
い
た
補
助

者
に
ぶ
つ
か
り
転
倒
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

悲
鳴
が
聞
こ
え
た
の
で
す
ぐ
停
止
し
て
、

ひ
か
ず
に
済
ん
だ
。

対
策
…
…
コ
ン
バ
イ
ン
は
大
型
に
な
る
ほ

ど
死
角
が
増
え
、
特
に
後
方
は
確
認
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
始
動
時
や
作

業
再
開
の
と
き
は
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
、
一

呼
吸
置
い
て
補
助
者
が
安
全
な
位
置
に
移

動
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
も
有
効
で
す
。
補
助
者
は
機
械
と
の
距

離
を
十
分
に
開
け
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
�
プ
！

 

農
作
業
事
故

大
豆 

収
穫
の
作
業
ポ
イ
ン
ト

コ
ン
バ
イ
ン
の
調
整

●
刈
り
始
め
に
「
刈
取
り
高

さ
」、「
刈
取
り
速
度
」、「
脱

穀
選
別
・
排
塵
調
整
」
等

の
確
認
を
行
い
、
収
穫
ロ

ス
の
低
減
や
安
全
作
業
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

雑
草
等
の
除
去

●
収
穫
前
に
雑
草
や
青
立
ち

株
を
取
り
除
き
、
畦
間
の

雑
草
は
刈
払
機
等
に
よ
る

除
去
を
徹
底
す
る
な
ど
、

汚
損
粒
の
発
生
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
！

適
期
収
穫

●
早
刈
り
↓
子
実
や
莢
の
水
分
が
高
い
た
め
、
汚
損
粒
や
破
砕
粒
の

原
因
と
な
る
。

●
刈
り
遅
れ
↓
立
毛
中
の
裂
莢
や
ヘ
ッ
ド
ロ
ス
に
よ
り
収
穫
ロ
ス
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
子
実
の
光
沢
低
下
や
し
わ
粒
増
加
の
要
因

と
な
る
。

●
左
記
を
目
安
に
適
期
を
判
断
し
、
速
や
か
に
収
穫
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

①
子
実
水
分
22
％
以
下

②
豆
が
球
形
で
固
い

③
子
実
に
爪
跡
が
５
㎜
つ
く
程
度

営
農
情
報

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

22019年10月号3 2019年10月号



厚
生
連
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　最
新
鋭 da V

inci X
i

（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
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導
入

　
　
　
　
　手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
低
侵
襲
手
術

〒
9
3
9

－

1
8
4
3
　
南
砺
市
金
戸
2
6
8

－

1
　
☎
６
２

－

２
１
２
３

Ｊ
Ａ
な
ん
と
　
総
務
課  

広
報
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
係

   

　
担
当
：
山
崎

を
募
集
し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　
昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭
和
33
年
10
月
15
日

　富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
国
民
体
育
大
会
に
先
駆
け
、
城
端
地
域
で
は
、
体

育
協
会
や
青
年
学
生
が
国
体
の
聖
火
旗
を
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。
旗
は
朝
に
福
光
の
縄

蔵
で
城
端
団
に
引
き
継
ぎ
さ
れ
、
細
尾
峠
で
平
村
団
に
引
き
継
が
れ
た
そ
う
で
す
。

ちょっと
一息

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　酸
性
土
を
矯
正
し
、
排
水
を
良
く
す
る

チャレンジ
あなたも

お
問
合
わ
せ
は…

J
A
な
ん
と
生
産
セ
ン
タ
ー （
☎
6
2

－

0
2
6
1
）

家
庭
菜
園

　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む

緑
黄
色
野
菜
で
、
特
に
日
本
人
に
不
足
し

が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
B
群
や
、
造
血
作
用
に

関
係
す
る
葉
酸
、
そ
し
て
鉄
分
と
カ
リ
ウ

ム
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
生
育
の
適
温

は
、
15
〜
20
度
で
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、

耐
寒
性
は
強
い
が
暑
さ
に
は
弱
く
、
25
度

以
上
に
な
る
と
生
育
が
衰
え
ま
す
。
関
東

以
西
の
地
域
で
は
、
夏
取
り
以
外
は
栽
培

で
き
ま
す
が
、
冬
取
り
の
栄
養
価
が
高
く
、

甘
味
も
増
し
最
も
お
い
し
い
季
節
で
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈ 

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
酸
性
土
を

嫌
う
た
め
、
事
前
に
1
平
方
m
当
た
り
苦

土
石
灰
1
5
0
g
を
畑
全
体
に
散
布
し
て
、

よ
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。
次
に
、
幅
1
m

の
広
幅
の
栽
培
床
を
作
り
、
1
平
方
m
当

た
り
化
成
肥
料
（
N
-P
-K
=
10
-10
-10
）

1
5
0
g
と
堆
肥
2
㎏
を
土
と
よ
く
混
和

し
て
お
き
ま
す
。

﹇
種
ま
き
﹈ 

適
期
は
9
〜
10
月
。
栽
培
床
は

平
ら
に
な
ら
し
、
条
間
20
㎝
、
深
さ
1
〜

2
㎝
程
度
の
ま
き
溝
を
切
り
、
ま
き
溝
を

板
切
れ
を
立
て
て
平
ら
な
溝
に
仕
上
げ
、

1
㎝
間
隔
に
種
を
ま
き
ま
す
（
図
1
）。

1
㎝
ほ
ど
覆
土
し
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
ま

す
。
そ
し
て
、
風
雨
や
害
虫
か
ら
幼
苗
を

守
る
た
め
不
織
布
を
べ
た
掛
け
し
ま
す

（
図
2
）。

﹇
管
理
﹈  

１
回
目
は
発
芽
そ
ろ
い
時
に
込

み
合
っ
て
い
る
所
の
株
を
抜
き
取
り
、
そ

の
後
、
2
〜
3
回
に
分
け
て
最
終
的
に
株

間
を
4
〜
5
㎝
に
し
ま
す
（
図
3
）。
栽

培
期
間
が
長
い
10
〜
11
月
ま
き
で
は
、
草

丈
10
〜
15
㎝
の
こ
ろ
、
1
平
方
m
当
た
り

30
g
を
追
肥
し
、
株
元
に
軽
く
土
寄
せ
し

ま
す
（
図
4
）。

﹇
病
害
虫
﹈  

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ヨ
ト

ウ
ム
シ
、
ネ
キ
リ
ム
シ
な
ど
に
注
意
し
、

早
め
に
駆
除
し
ま
す
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
見

つ
け
次
第
、
捕
殺
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
不
織

布
を
べ
た
掛
け
し
て
飛
来
を
予
防
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
数
が
増
え
る
前
に
駆
除

を
徹
底
す
る
こ
と
が
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

﹇
収
穫
﹈  

草
丈
が
25
㎝
く
ら
い
を
収
穫
の

目
安
に
し
ま
す
が
、
30
㎝
程
度
に
な
っ
て

も
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
本
来
の
お
い
し
さ
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
株
元
の
根
を
鎌
や
は
さ
み

で
切
り
取
り
ま
す
。
直
売
所
な
ど
に
出
荷

す
る
場
合
は
、
枯
れ
葉
を
除
い
て
3
0
0
g

く
ら
い
に
束
ね
ま
す
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
特
徴
】

１
．
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

　
数
カ
所
の
小
さ
な
切
開
部
か
ら
手
術
を

行
う
為
、
傷
が
小
さ
く
、
出
血
も
抑
え
ら

れ
、
手
術
後
の
回
復
が
早
く
、
患
者
さ
ん

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
．
鮮
明
な
３
Ｄ
（
３
次
元
）
画
像

　
モ
ニ
タ
ー
に
は
高
画
質
で
立
体
的
な
３

Ｄ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
手
術
画
像

が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

３
．
精
密
な
動
き
を
再
現

　
医
師
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
操
作
し
、

人
間
の
手
よ
り
大
き
な
可
動
域
と
手
ぶ
れ

補
正
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

４
．
低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
実
績

　
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
今
日
ま
で
世
界
中
で
約

２
５
０
万
件
（
２
０
１
５
年
実
績
）
の
さ

ま
ざ
ま
な
外
科
手
術
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
機
能
は
患
者
さ
ん

や
医
師
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

※

主
な
適
応
手
術
　
①
前
立
腺
が
ん
　
②

大
腸
が
ん
　
③
腎
臓
が
ん
　
④
胃
が
ん
　

⑤
食
道
が
ん
　
⑥
子
宮
が
ん
　
な
ど

※

当
院
で
は
、
①
前
立
腺
が
ん
は
、
９
月

に
こ
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
の
手
術
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
後
②
大
腸
が
ん
（
直
腸
が

ん
）
へ
も
対
象
を
広
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

【
次
回
】具
体
的
な
前
立
腺
が
ん
の
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
手
術
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

か
ん
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限
に
食

い
止
め
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

﹇
収
穫
﹈  

草
丈
が
25
㎝
く
ら
い
を
収
穫
の

目
安
に
し
ま
す
が
、
30
㎝
程
度
に
な
っ
て

も
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
本
来
の
お
い
し
さ
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
株
元
の
根
を
鎌
や
は
さ
み

で
切
り
取
り
ま
す
。
直
売
所
な
ど
に
出
荷

す
る
場
合
は
、
枯
れ
葉
を
除
い
て
3
0
0
g

く
ら
い
に
束
ね
ま
す
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
特
徴
】

１
．
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

　
数
カ
所
の
小
さ
な
切
開
部
か
ら
手
術
を

行
う
為
、
傷
が
小
さ
く
、
出
血
も
抑
え
ら

れ
、
手
術
後
の
回
復
が
早
く
、
患
者
さ
ん

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
．
鮮
明
な
３
Ｄ
（
３
次
元
）
画
像

　
モ
ニ
タ
ー
に
は
高
画
質
で
立
体
的
な
３

Ｄ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
手
術
画
像

が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

３
．
精
密
な
動
き
を
再
現

　
医
師
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
操
作
し
、

人
間
の
手
よ
り
大
き
な
可
動
域
と
手
ぶ
れ

補
正
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

４
．
低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
実
績

　
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
今
日
ま
で
世
界
中
で
約

２
５
０
万
件
（
２
０
１
５
年
実
績
）
の
さ

ま
ざ
ま
な
外
科
手
術
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
機
能
は
患
者
さ
ん

や
医
師
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

※

主
な
適
応
手
術
　
①
前
立
腺
が
ん
　
②

大
腸
が
ん
　
③
腎
臓
が
ん
　
④
胃
が
ん
　

⑤
食
道
が
ん
　
⑥
子
宮
が
ん
　
な
ど

※

当
院
で
は
、
①
前
立
腺
が
ん
は
、
９
月

に
こ
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
の
手
術
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
後
②
大
腸
が
ん
（
直
腸
が

ん
）
へ
も
対
象
を
広
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

【
次
回
】具
体
的
な
前
立
腺
が
ん
の
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
手
術
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

か
ん
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「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

酒
造
好
適
米
刈
取
り

水
稲
の
刈
取
り
始
ま
る

楽
し
く
お
む
す
び
づ
く
り

ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と

　
　
　
　交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

　
南
山
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
Ｊ
Ａ
な
ん
と
や
ヨ
ッ

テ
カ
ー
レ
城
端
と
協
力
し
て
8
月
6
日
、
南
山
田
交
流

セ
ン
タ
ー
で
お
む
す
び
教
室
を
開
き
、
南
山
田
地
域
の

親
子
や
関
係
者
36
人
が
お
む
す
び
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端
の
金
田
弥
之

店
長
と
長
尾
小
百
合
さ
ん
か
ら
お
む
す
び
を
美
味
し
く

作
る
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、
小
さ
な
手
で
一
生
懸
命

に
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
作
っ
た
後
は
、
南
砺
市
更
生
保
護
女
性
会
、
南
砺
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
用
意
し
た
な
ん
と
産
の
食

材
を
使
っ
た
豚
の
し
ょ
う
が
焼
き
な
ど
と
一
緒
に
自
分

で
作
っ
た
お
む
す
び
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
・
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
・
Ｊ
Ａ
福
光
は
合
同

で
8
月
25
日
、
福
野
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
「
Ｊ
Ａ
共

済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
午
前
の
部
・
午
後
の
部
の
2
部
構
成
で
、
約
６
０
０

人
の
親
子
連
れ
が
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と
歌
や
踊
り
を

通
じ
て
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
は
、「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
を

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
し
て
お
り
、
親

子
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
握
手
会
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
塾
　
お
む
す
び
教
室

　
8
月
23
日
か
ら
、
酒
造
好
適
米
の
早
生
品
種
「
五
百

万
石
」「
雄
山
錦
」
の
刈
取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
刈
取
り
予
定
日
に
雨
の
日
が
続
き
、
刈
取
り

開
始
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
猛
暑
日
が
続
い
た
去
年
に
比

べ
て
収
量
・
品
質
と
も
良
い
見
込
み
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
は
、
水
稲
作
付
面
積
の
約
40
パ
ー
セ
ン

ト
を
酒
造
好
適
米
が
占
め
る
県
内
有
数
の
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
刈
取
り
後
は
カ
ン
ト
リ
ー
で
乾
燥
・
調
整
し
、
全
国

の
酒
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

▲アンパンマンたちが登場！
▲カボチャを箱詰めする生産者

▲参加者みんなで記念写真をパチリ ▲一生懸命に作る子どもたち

▲水稲を刈り取る生産者

お
盆
の
花
　「
朝
市
」

様
々
な
盆
花
大
集
合
！

▲たくさんの盆花の中からじっくりと選ぶ来場者

　
8
月
9
・
22
日
、
管
内
で
収
穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
「
く

り
ゆ
た
か
」
を
岐
阜
の
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
収
穫
前
に
降
雨
が
続
い
た
影
響
で
去
年
よ

り
出
荷
量
が
少
な
い
６
．９
ト
ン
で
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
の
天
候
が
良
か
っ
た
た
め
品
質
が
良
く
、
約
8
割

が
Ａ
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　「
く
り
ゆ
た
か
」
は
、
強
粉
質
で
甘
み
が
あ
り
、
ホ
ク

ホ
ク
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
人
気
が
高
い
品
種
で
す
。

　
カ
ボ
チ
ャ
は
「
富
山
県
産
か
ぼ
ち
ゃ
」
と
し
て
、
全

国
に
流
通
し
ま
す
。

「
く
り
ゆ
た
か
」出
荷

旅
行
で
親
睦
を
深
め
る

カ
ボ
チ
ャ
市
場
へ
出
荷

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
年
金
友
の
会
の
会
員
54
人
は
7
月
21
・

22
日
、
全
地
区
親
睦
旅
行
で
東
京
・
横
浜
を
観
光
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
昨
年
10
月
に
一
般
観
光
客
向
け
に
公

開
し
た
豊
洲
市
場
や
、
明
治
神
宮
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
有
名
な
戦
国
大
名
「
加
藤
清
正
」
が
掘
っ

た
と
さ
れ
る
井
戸
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
、
会
員
相
互

の
仲
を
深
め
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
各
支
店
で
年
金
受
給
口
座
を
開
設
し
て
、
お

友
達
や
ご
夫
婦
で
旅
行
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
な
ん
と
年
金
友
の
会
活
動

　
8
月
13
日
、
お
盆
の
花
販
売
「
朝
市
」
を
Ａ
コ
ー
プ

な
ん
と
セ
フ
レ
店
前
で
開
催
し
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
8
月
に
入
り
猛
暑
が
続
い
た
た
め
、
開
花
調

整
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
売
場
に
は
、

花
卉
生
産
者
が
丹
精
こ
め
て
栽
培
し
た
色
と
り
ど
り
の

小
菊
や
ア
ス
タ
ー
な
ど
去
年
よ
り
２
０
０
束
多
い
１
７

０
０
束
が
並
び
、
来
場
者
は
、
並
ん
で
い
る
た
く
さ
ん

の
花
束
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
花
束
を
手
に
と
っ
て

じ
っ
く
り
選
び
、
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
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7
月
27
日
に
、
南
砺
農
協
会
館
3
階
で
Ｊ
Ｏ
Ｙ
教
室
講

師
の
坂
下
朋
子
先
生
を
お
招
き
し
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
題
し
て
健
康
教
室
を
開
催

し
、
女
性
部
員
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
教
室
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
部
員
に
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
い
、
よ
り
充
実
し

た
気
持
ち
で
生
活
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
い
て

い
ま
す
。

　
昨
年
、
坂
下
先
生
の
健
康
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

と
て
も
好
評
だ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
今
年
も
お
願
い
す

▲▼健康教室の様子

▲楽しくダンスでリフレッシュ！

▲坂下朋子先生 ▲お尻と足に効く～～！！

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
坂
下
先
生
は
、
体
に
大
切
な
体

幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
1
つ
で
あ
る
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
や

「
バ
レ
ト
ン
」
と
い
っ
た
色
々
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
城
端

だ
け
で
は
な
く
、
富
山
市
、
高
岡
市
、
八
尾
や
福
光
と

い
っ
た
幅
広
い
地
域
で
教
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
音
楽
に

合
わ
せ
、
大
き
く
深
呼
吸
を
し
、
体
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ

チ
か
ら
始
ま
り
、
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
の
開
始
で
す
。
徐
々
に
テ
ン
ポ
の
い
い
曲
で
ダ
ン
ス

も
入
り
、
引
き
締
め
効
果
の
あ
る
動
き
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
体
を
動
か
す
の
も
あ
り
、
息
が

上
が
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
部
員
さ

ん
達
か
ら
は
「
ま
た
や
り
た
い
♪
」
と
か
、
「
達
成
感
も

あ
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
い
い
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
１
年 

夏
季
集
落
座
談
会

営
農
指
導・販
売
関
係

生
産
資
材
関
係

たくさんの出席
ありがとうございました。
皆様からいただきました

意見・要望は
これからのＪＡの事業計画に
反映させてまいります。

Ｊ
Ａ
へ
の
意
見
や
質
問
内
容・回
答

　
7
月
31
日
〜
8
月
2
日
、
南
砺
農
業
会
館
と
東
部
支
店
で
夏
季
集
落

座
談
会
を
開
催
し
、Ｊ
Ａ
の
組
合
員
172
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
営
農
情
報
の
伝
達
と
組
合
員
か
ら
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
伺
い
、
事
業

計
画
に
反
映
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の

一
部
の
ご
意
見
や
質

問
を
掲
載
し
ま
す
。

● 

支
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

当
面
の
水
稲
・
大
豆
管
理
と
収
穫
・
土
壌
分
析
結
果
な
ど
に
つ
い
て

● 

栽
培
記
録
と
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
点
検
・
回
収
に
つ
い
て

● 

令
和
元
年
産
米
の
取
扱
い
に
つ
い
て

● 

資
材
注
文
に
つ
い
て

Ｑ
．土
壌
分
析
結
果
の
各
地
区
の
デ
ー
タ
を
出
し
て
ほ
し
い
。

 

（
井
口
地
区
）

Ａ
．な
ん
と
管
内
の
土
壌
分
析
結
果
は
来
年
平
・
上
平
地
域
の
結
果
が
出

て
か
ら
と
り
ま
と
め
、
冊
子
を
作
っ
て
配
り
ま
す
。

Ａ
．配
達
が
完
了
し
た
時
点
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る

限
り
早
め
の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

Ｑ
．井
口
事
務
所
と
カ
ー
ト
ピ
ア
い
の
く
ち
の
統
廃
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？        

　
　
　
　
　 

　
　
　（
井
口
地
区
）

Ｑ
．10
月
か
ら
の
増
税
に
つ
い
て
、9
月
中
に
資
材
の
配
達
が
終
わ
ら
な

い
と 

8
％
に
は
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
？
　
　
　 

　
　 

　（
井
口
地
区
）

Ａ
．総
代
・
准
組
合
員
代
表
者
に
対
し
て
事
前
説
明
会
を
10
月
以
降
に

行
い
、
臨
時
総
代
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．「
富
富
富
」の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

（
大
鋸
屋
地
区
）

Ａ
．市
場
の
流
通
動
向
を
見
極
め
、
今
後
の
取
り
組
み
を
決
定
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
ん
と
は
カ
ン
ト
リ
ー
の
稼
働
率
が
高

く
、
混
合
米
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
仕
上
げ
乾
燥
し
た
も
の
を
カ
ン
ト

リ
ー
で
受
け
入
れ
し
ま
す
。

Ｑ
．米
の
販
売
価
格
が
高
い
ブ
ラ
ン
ド
米
よ
り
、安
く
て
も
収
量
が
多
い

品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
　
　
　
　   

（
大
鋸
屋
地
区
）

Ａ
．実
需
者
か
ら
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
収
量
の
多
い
「
て
ん
こ
も
り
」

の
需
要
が
高
く
、
中
食
・
外
食
産
業
の
需
要
も
伸
び
て
い
ま
す
。
今

後
の
需
要
と
供
給
を
見
極
め
、
地
域
に
あ
っ
た
作
付
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

７
月
31
日
 
南
山
田
・
城
信
地
区
…
…
45
人

 

北
野
地
区
…
…
…
…
…
…
46
人

8
月
１
日
 
大
鋸
屋
地
区
…
…
…
…
…
23
人

 

蓑
谷
地
区
…
…
…
…
…
…
42
人

8
月
２
日
 
井
口
地
区
…
…
…
…
…
…
16
人

▲南砺農業会館にて ▲東部支店にて

内
　
容

健康教室健康教室
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7
月
27
日
に
、
南
砺
農
協
会
館
3
階
で
Ｊ
Ｏ
Ｙ
教
室
講

師
の
坂
下
朋
子
先
生
を
お
招
き
し
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
題
し
て
健
康
教
室
を
開
催

し
、
女
性
部
員
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
教
室
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
部
員
に
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
い
、
よ
り
充
実
し

た
気
持
ち
で
生
活
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
い
て

い
ま
す
。

　
昨
年
、
坂
下
先
生
の
健
康
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

と
て
も
好
評
だ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
今
年
も
お
願
い
す

▲▼健康教室の様子

▲楽しくダンスでリフレッシュ！

▲坂下朋子先生 ▲お尻と足に効く～～！！

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
坂
下
先
生
は
、
体
に
大
切
な
体

幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
1
つ
で
あ
る
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
や

「
バ
レ
ト
ン
」
と
い
っ
た
色
々
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
城
端

だ
け
で
は
な
く
、
富
山
市
、
高
岡
市
、
八
尾
や
福
光
と

い
っ
た
幅
広
い
地
域
で
教
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
音
楽
に

合
わ
せ
、
大
き
く
深
呼
吸
を
し
、
体
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ

チ
か
ら
始
ま
り
、
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
の
開
始
で
す
。
徐
々
に
テ
ン
ポ
の
い
い
曲
で
ダ
ン
ス

も
入
り
、
引
き
締
め
効
果
の
あ
る
動
き
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
体
を
動
か
す
の
も
あ
り
、
息
が

上
が
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
部
員
さ

ん
達
か
ら
は
「
ま
た
や
り
た
い
♪
」
と
か
、
「
達
成
感
も

あ
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
い
い
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
１
年 

夏
季
集
落
座
談
会

営
農
指
導・販
売
関
係

生
産
資
材
関
係

たくさんの出席
ありがとうございました。
皆様からいただきました

意見・要望は
これからのＪＡの事業計画に
反映させてまいります。

Ｊ
Ａ
へ
の
意
見
や
質
問
内
容・回
答

　
7
月
31
日
〜
8
月
2
日
、
南
砺
農
業
会
館
と
東
部
支
店
で
夏
季
集
落

座
談
会
を
開
催
し
、Ｊ
Ａ
の
組
合
員
172
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
営
農
情
報
の
伝
達
と
組
合
員
か
ら
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
伺
い
、
事
業

計
画
に
反
映
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の

一
部
の
ご
意
見
や
質

問
を
掲
載
し
ま
す
。

● 

支
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

当
面
の
水
稲
・
大
豆
管
理
と
収
穫
・
土
壌
分
析
結
果
な
ど
に
つ
い
て

● 

栽
培
記
録
と
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
点
検
・
回
収
に
つ
い
て

● 

令
和
元
年
産
米
の
取
扱
い
に
つ
い
て

● 

資
材
注
文
に
つ
い
て

Ｑ
．土
壌
分
析
結
果
の
各
地
区
の
デ
ー
タ
を
出
し
て
ほ
し
い
。

 

（
井
口
地
区
）

Ａ
．な
ん
と
管
内
の
土
壌
分
析
結
果
は
来
年
平
・
上
平
地
域
の
結
果
が
出

て
か
ら
と
り
ま
と
め
、
冊
子
を
作
っ
て
配
り
ま
す
。

Ａ
．配
達
が
完
了
し
た
時
点
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る

限
り
早
め
の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

Ｑ
．井
口
事
務
所
と
カ
ー
ト
ピ
ア
い
の
く
ち
の
統
廃
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？        

　
　
　
　
　 

　
　
　（
井
口
地
区
）

Ｑ
．10
月
か
ら
の
増
税
に
つ
い
て
、9
月
中
に
資
材
の
配
達
が
終
わ
ら
な

い
と 

8
％
に
は
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
？
　
　
　 

　
　 

　（
井
口
地
区
）

Ａ
．総
代
・
准
組
合
員
代
表
者
に
対
し
て
事
前
説
明
会
を
10
月
以
降
に

行
い
、
臨
時
総
代
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．「
富
富
富
」の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

（
大
鋸
屋
地
区
）

Ａ
．市
場
の
流
通
動
向
を
見
極
め
、
今
後
の
取
り
組
み
を
決
定
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
ん
と
は
カ
ン
ト
リ
ー
の
稼
働
率
が
高

く
、
混
合
米
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
仕
上
げ
乾
燥
し
た
も
の
を
カ
ン
ト

リ
ー
で
受
け
入
れ
し
ま
す
。

Ｑ
．米
の
販
売
価
格
が
高
い
ブ
ラ
ン
ド
米
よ
り
、安
く
て
も
収
量
が
多
い

品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
　
　
　
　   

（
大
鋸
屋
地
区
）

Ａ
．実
需
者
か
ら
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
収
量
の
多
い
「
て
ん
こ
も
り
」

の
需
要
が
高
く
、
中
食
・
外
食
産
業
の
需
要
も
伸
び
て
い
ま
す
。
今

後
の
需
要
と
供
給
を
見
極
め
、
地
域
に
あ
っ
た
作
付
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

７
月
31
日
 
南
山
田
・
城
信
地
区
…
…
45
人

 

北
野
地
区
…
…
…
…
…
…
46
人

8
月
１
日
 
大
鋸
屋
地
区
…
…
…
…
…
23
人

 

蓑
谷
地
区
…
…
…
…
…
…
42
人

8
月
２
日
 
井
口
地
区
…
…
…
…
…
…
16
人

▲南砺農業会館にて ▲東部支店にて

内
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若
手
職
員
紹
介

若
手
職
員
紹
介

谷
塚 

敏
昭
さ
ん

　
　 

喜
代
美
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
市
の
小
規
模
多
機
能
自
治
の
推
進
に
伴
い
、
４
月
か
ら
城
端
地
区
の

13
ヶ
町
等
で
構
成
す
る
「
城
端
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し

た
。
従
来
の
自
治
振
興
会
、
公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
一
体
化
し

た
組
織
構
成
で
、「
環
境
土
木
」、「
教
育
文
化
」、「
福
祉
健
康
」、「
防
犯

安
全
」
の
４
部
会
制
で
す
。

　
清
掃
活
動
、
三
世
代
交
流
事
業
、
生
涯
学
習
事
業
、
合
同
サ
ロ
ン
、

防
災
訓
練
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
、
住
民
の
交
流
を
促
進
し
、
城
端
地

区
の
課
題
を
把
握
し
つ
つ
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
向
け
、

が
ん
ば
り
ま
す
。

敬
語
　
2
級

【
　
　
　
】
の
よ
う
な
と
き
、
ど
の
よ
う
に
言
う
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
選
ん

で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

【
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
の
指
導
教
授
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら

ワ
イ
ン
を
送
っ
て
】

（
１
）
先
生
は
山
梨
の
大
学
に
勤
務
さ
れ
て
か
ら
、

日
本
酒
党
か
ら
ワ
イ
ン
党
に
変
わ
ら
れ
た
と
、
同

じ
ゼ
ミ
だ
っ
た
黒
田
君
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

（
２
）
先
生
は
山
梨
の
大
学
に
勤
務
さ
れ
て
か
ら
、

日
本
酒
党
か
ら
ワ
イ
ン
党
に
変
わ
ら
れ
た
と
、
同

じ
ゼ
ミ
だ
っ
た
黒
田
君
に
聞
き
ま
し
た
。

（
３
）
先
生
は
山
梨
の
大
学
に
勤
務
な
さ
っ
て
か
ら
、

日
本
酒
党
か
ら
ワ
イ
ン
党
に
変
わ
っ
た
と
、
同
じ

ゼ
ミ
だ
っ
た
黒
田
君
か
ら
う
か
が
い
ま
し
た
。

解
答
・
解
説

（
２
）

　
前
半
部
分
は
、（
１
）（
２
）（
３
）
い
ず
れ
も
、

先
生
の
行
為
に
尊
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
適
切
。

後
半
部
分
で
は
、
先
生
の
行
為
に
尊
敬
語
を
用
い

る
一
方
で
、
黒
田
君
に
対
す
る
自
分
の
行
為
に
は

謙
譲
語
を
使
わ
な
い
の
が
適
切
。（
２
）
が
、
以
上

の
条
件
を
満
た
し
て
お
り
適
切
。（
１
）
は
、「
お

聞
き
す
る
」
が
、
黒
田
君
へ
の
敬
意
を
表
す
こ
と

に
な
る
の
で
不
適
切
。（
３
）
は
、
先
生
の
行
為
に

尊
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
う
か
が
う
」
が

黒
田
君
へ
の
敬
意
を
表
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
不

適
切
。

　
令
和
元
年
6
月
に
今
井
家
に
は
家
族
が
１
人
増
え
ま
し
た
。
お
腹
に

い
る
と
き
か
ら
み
ん
な
と
て
も
待
ち
遠
し
く
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
ぶ

ぬ
い
ぐ
る
み
や
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
「
し
ん
ち
ゃ
ん
」
と
呼
べ
る
名
前
が
い
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
慎
之
亮
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
競
争
し
な
が
ら
し
ん
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を

手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
大
助
か
り
で
す
。

　
日
に
日
に
大
き
く
成
長
す
る
し
ん
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
お
姉
ち
ゃ
ん
ら

し
く
成
長
す
る
上
の
子
た
ち
に
楽
し
み
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
3
人
で
手
を
繋
い
で
歩
く
姿
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

仕
事
内
容

　
貯
金
や
住
宅
、
自
動
車
な
ど
の
貸
付
や
お
金
に

関
す
る
様
々
な
取
引
を
提
案
・
提
供
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
と
思
う
時
・
や
り

が
い
を
感
じ
る
時
は
ど
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な
時
で
す
か
？

　「
あ
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が
と
う
」
の
言
葉
を
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だ
く
度
に
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と
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気
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に
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。
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。
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？
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に
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ボ
ー
ル
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と
に
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を
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て
い
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。
10
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茨
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に
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し
ま
す
！
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会

今
井
心
美
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０
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台
湾
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❖ 

利
波
川
社
句
会

水
打
て
ば
直
ち
に
あ
り
ぬ
通
り
風
　
　
　

梅
干
し
て
友
の
誘
ひ
を
断
り
し
　
　
　
　

朝
顔
の
蔓
の
律
義
に
左
巻
く
　
　
　
　
　

書
き
足
し
の
墨
の
跡
あ
る
曝
書
か
な
　
　

初
生
り
の
西
瓜
の
味
の
上
々
に
　
　
　
　

少
し
開
け
虫
の
音
う
ね
る
闇
な
が
む
　
　

分
け
合
う
て
な
ほ
食
べ
切
れ
ぬ
西
瓜
か
な

❖ 

ク
ロ
ー
バ
ー
句
会

草
い
き
れ
昭
和
の
ホ
テ
ル
夢
廃
る
　
　

新
涼
や
土
星
木
星
並
び
を
り
　
　
　
　

鳥
の
影
青
田
の
上
を
ゆ
う
ゆ
う
と
　
　

電
柱
の
影
も
い
と
ほ
し
炎
天
下
　
　
　

熱
々
の
コ
ー
ヒ
ー
口
に
涼
新
た
　
　
　

停
年
を
迎
へ
ま
し
た
と
墓
洗
ふ
　
　
　

逝
く
夏
や
法
事
の
荷
と
は
斯
く
も
重
し

体
温
と
同
じ
気
温
の
終
戦
日
　
　
　
　

❖ 

梅
の
実
句
会

暑
に
耐
へ
て
余
生
を
明
日
へ
繋
ぎ
け
り

農
一
途
怯
む
暑
さ
の
田
畑
守
　
　
　
　

農
継
ぐ
子
夢
ふ
く
ら
ま
す
稲
の
花
　
　

杖
つ
い
て
手
に
手
を
添
え
て
墓
参
　
　

生
涯
を
土
と
明
け
暮
れ
里
の
秋
　
　
　

屋
敷
林
独
り
占
め
し
て
法
師
蝉
　
　
　

　❖ 

寿

　句
会

コ
ー
ヒ
ー
の
湿
り
し
ま
ま
に
梅
雨
明
く
る

何
は
さ
て
お
き
酌
み
交
は
す
盆
の
月

空
き
部
屋
に
匂
ひ
残
し
て
盆
の
客

地
蔵
会
の
御
供
へ
番
を
任
さ
る
る

愛
犬
の
眼
の
訴
へ
る
酷
暑
か
な

朝
涼
の
あ
ひ
だ
に
野
良
の
一
仕
事

南
瓜
煮
て
外
孫
た
ち
に
味
自
慢

杖
た
よ
り
一
歩
踏
み
出
し
墓
参

い
つ
か
ら
か
ビ
ー
ル
飲
む
娘
に
な
つ
て
ゐ
し

し
ゃ
り
し
ゃ
り
と
床
几
は
づ
ま
せ
か
き
氷

高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
影
夏
木
立

谷
間
の
川
風
揺
ら
す
青
芒

今
更
に
ひ
と
り
暮
し
の
身
に
ぞ
入
む

　達
淑

　枝

純

　尚

不

　二

清

　美

一

　椿

や
す
子

文

　子

悦

　子

志

　子

茂

　美

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

城

　子

貞

　子

志
美
枝

日
登
美

喜
美
女

昭

　代
　孝

昭

　生

欣

　正

忠

　代

香

　織

千
恵
子

敏

　子

玲

　子

秀

　子

光

　子

み
の
り

美
智
子

小
夜
子

未

　知

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です
第
４
回
や
す
ん
ご
と
会

　
8
月
22
日
、
残
暑
が
続
く
中
、
会
員
20
人
が
参
加
し
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
鑑
賞
と
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
方
に
10
曲
の
踊
り
の
度
に
色

鮮
や
か
な
衣
装
を
変
え
て
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

波
や
太
陽
や
月
を
表
現
す
る
動
き
が
手
話
と
よ
く
似
て
お

り
、
ハ
ワ
イ
の
風
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
踊
り
で
、
会
員

の
皆
さ
ん
は
魅
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
体

験
で
は
、
7
月
に
作
っ
た
レ
イ
花
を
首
に
か
け
、
女
性
の

淡
い
恋
心
を
歌
っ
た
「
砂
に
消
え
た
涙
」
と
い
う
曲
に
あ

わ
せ
て
、
歌
詞
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
手
の
動
き
を
確
認
し
な

が
ら
踊
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
気
分
も
若
返
り
、
皆
で
踊
る

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
り
ん
ご
の
歌
・
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節

8
月
3
日
　
西
明
地
区

男
性
１
人
　
女
性
２
人

　
今
回
は
暑
さ
も
あ
り
予
定
の

人
数
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
、
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
を

歌
っ
た
り
、
体
操
や
漢
字
色
当

て
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

8
月
8
日
　
北
野
地
区

女
性
6
人

　
久
し
ぶ
り
に
顔
見
知
り
の
方

に
会
え
て
皆
さ
ん
喜
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
で
は
、
サ

イ
コ
ロ
の
目
で
、
昔
の
楽
し

か
っ
た
思
い
出
を
話
す
と
い
う

の
が
あ
り
、
昔
話
に
花
が
咲

き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
8
日
是
安
地
区
　

男
性
4
人
　
女
性
3
人

　
今
回
は
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
ク

イ
ズ
な
ど
皆
さ
ん
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
手
の
体
操
で
は
左

手
で
2
拍
子
、
右
手
で
3
拍
子

を
同
時
に
と
る
の
が
難
し
く
、

皆
さ
ん
脳
活
に
な
る
と
一
所
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

に
合
わ
せ
て
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
鳥
の
漢
字
の
読
み
方

ク
イ
ズ
を
歌
も
交
え
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大

変
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
、
感
心
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
後
、

休
憩
し
て
お
や
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
き
ま
す
が
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
て
次
回
の
や

す
ん
ご
と
会
も
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

次
回
は
11
月
21
日
　
音
楽
療
法
で
す
。
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▲▼作ったレイ花を首にかけて
皆で楽しくフラダンス

▲素敵な衣装と
ダンスにうっとり

「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」

「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」

御隠居と熊さんの

税金こばなし¥

砺
波
税
務
署

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
大
変
で
や
ん
す
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
今
日
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

消
費
税
が
高
く
な
る
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
や
ん
す
。
ど
う
し
や
し
ょ
う
、
あ
っ
し
の

財
布
の
一
大
事
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
お
や
お
や
、
熊
さ
ん
は
知
ら
な
か
っ
た
の
か
い
？
消
費
税
法
の
一
部
改
正
で
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
品
代
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
そ
う
な
ん
す
か
。
あ
っ
し
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
で
や
ん
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
今
日

か
ら
買
い
物
も
気
を
つ
け
な
い
と
、
す
ぐ
に
財
布
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
ち
ま
う
で
や
ん

す
。

御
隠
居
…
熊
さ
ん
や
。
ち
ょ
っ
と
お
待
ち
な
さ
い
よ
。
そ
れ
な
ん
じ
ゃ
が
の
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
と
同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

と
い
う
制
度
が
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
か
の
？

熊
さ
ん
…
軽
減
税
率
制
度
？
？
税
金
が
安
く
な
る
ん
で
や
ん
す
か
？
。
も
し
か
し
て
、
あ
っ
し
み

た
い
な
小
遣
い
の
少
な
い
も
の
は
品
代
が
安
く
な
る
ん
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
何
を
言
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
、
熊
さ
ん
。
す
べ
て
の
物
に
10
％
の
税
率
を
課
税
し
て

は
そ
れ
こ
そ
ど
こ
の
う
ち
で
も
家
計
が
厳
し
く
な
る
か
ら
の
う
。
い
ろ
い
ろ
な
物

の
中
で
も
生
活
に
必
要
な
飲
食
料
品
や
新
聞
の
定
期
購
読
料
の
税
率
を
８
％
に
据

え
置
い
て
そ
の
他
の
品
や
外
食
し
た
場
合
の
税
率
を
10
％
と
し
た
ん
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
…
そ
れ
じ
ゃ
、
と
り
あ
え
ず
あ
っ
し
の
晩
酌
の
ビ
ー
ル
と
お
つ
ま
み
は
軽
減
税
率
で
８
％

の
税
率
に
な
り
、
今
ま
で
と
同
じ
代
金
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
と
こ
ろ
が
熊
さ
ん
よ
、
残
念
な
が
ら
、
軽
減
税
率
制
度
対
象
の
飲
食
料
品
の
中
か
ら
お

酒
は
除
か
れ
る
ん
じ
ゃ
よ
。
必
ず
し
も
全
て
の
人
に
必
要
な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
ら
の

う
。

熊
さ
ん
…
え
ぇ
〜
！
そ
う
な
ん
で
や
ん
す
か
。 

お
店
の
経
理
も
大
変
で
や
ん
す
な
。

御
隠
居
…
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｑ
＆
Ａ
が
掲
載

さ
れ
て
お
る
ぞ
。
熊
さ
ん
の
よ
う
な
個
人
事
業
者
や
法
人
事
業
者
向
け
の
説
明
会
も

税
務
署
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
日
程
を
確
認
し
て
み

た
ら
ど
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
わ
か
り
や
ん
し
た
。
周
り
の
人
に
も
知
ら
せ
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
政
府
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
世
代
間
の
公
平
性
な
ど
中
長
期
に

わ
た
っ
た
検
討
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
よ
。
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
増
収
分
は
全
て
社
会
保
障
（
年
金
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
）
の
充
実
・
安
定

化
の
た
め
に
使
わ
れ
る
そ
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
い
ず
れ
は
、
還
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
や
ん
す
ね
。
で
は
、
御
隠
居
！
今
日
は
思
い

切
り
飲
み
や
せ
ん
か
？
。

御
隠
居
…
お
前
さ
ん
は
、
お
酒
の
量
を
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
体
へ
の
負
担
を
軽
減
し
て
は
ど
う
か

ね
。
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熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
大
変
で
や
ん
す
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
今
日
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

消
費
税
が
高
く
な
る
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
や
ん
す
。
ど
う
し
や
し
ょ
う
、
あ
っ
し
の

財
布
の
一
大
事
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
お
や
お
や
、
熊
さ
ん
は
知
ら
な
か
っ
た
の
か
い
？
消
費
税
法
の
一
部
改
正
で
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
品
代
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
そ
う
な
ん
す
か
。
あ
っ
し
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
で
や
ん
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
今
日

か
ら
買
い
物
も
気
を
つ
け
な
い
と
、
す
ぐ
に
財
布
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
ち
ま
う
で
や
ん

す
。

御
隠
居
…
熊
さ
ん
や
。
ち
ょ
っ
と
お
待
ち
な
さ
い
よ
。
そ
れ
な
ん
じ
ゃ
が
の
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
と
同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

と
い
う
制
度
が
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
か
の
？

熊
さ
ん
…
軽
減
税
率
制
度
？
？
税
金
が
安
く
な
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ん
で
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ん
す
か
？
。
も
し
か
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て
、
あ
っ
し
み

た
い
な
小
遣
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の
少
な
い
も
の
は
品
代
が
安
く
な
る
ん
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
何
を
言
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
、
熊
さ
ん
。
す
べ
て
の
物
に
10
％
の
税
率
を
課
税
し
て

は
そ
れ
こ
そ
ど
こ
の
う
ち
で
も
家
計
が
厳
し
く
な
る
か
ら
の
う
。
い
ろ
い
ろ
な
物

の
中
で
も
生
活
に
必
要
な
飲
食
料
品
や
新
聞
の
定
期
購
読
料
の
税
率
を
８
％
に
据

え
置
い
て
そ
の
他
の
品
や
外
食
し
た
場
合
の
税
率
を
10
％
と
し
た
ん
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
…
そ
れ
じ
ゃ
、
と
り
あ
え
ず
あ
っ
し
の
晩
酌
の
ビ
ー
ル
と
お
つ
ま
み
は
軽
減
税
率
で
８
％

の
税
率
に
な
り
、
今
ま
で
と
同
じ
代
金
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
と
こ
ろ
が
熊
さ
ん
よ
、
残
念
な
が
ら
、
軽
減
税
率
制
度
対
象
の
飲
食
料
品
の
中
か
ら
お

酒
は
除
か
れ
る
ん
じ
ゃ
よ
。
必
ず
し
も
全
て
の
人
に
必
要
な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
ら
の

う
。

熊
さ
ん
…
え
ぇ
〜
！
そ
う
な
ん
で
や
ん
す
か
。 

お
店
の
経
理
も
大
変
で
や
ん
す
な
。

御
隠
居
…
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｑ
＆
Ａ
が
掲
載

さ
れ
て
お
る
ぞ
。
熊
さ
ん
の
よ
う
な
個
人
事
業
者
や
法
人
事
業
者
向
け
の
説
明
会
も

税
務
署
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
日
程
を
確
認
し
て
み

た
ら
ど
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
わ
か
り
や
ん
し
た
。
周
り
の
人
に
も
知
ら
せ
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
政
府
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
世
代
間
の
公
平
性
な
ど
中
長
期
に

わ
た
っ
た
検
討
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
よ
。
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
増
収
分
は
全
て
社
会
保
障
（
年
金
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
）
の
充
実
・
安
定

化
の
た
め
に
使
わ
れ
る
そ
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
い
ず
れ
は
、
還
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
や
ん
す
ね
。
で
は
、
御
隠
居
！
今
日
は
思
い

切
り
飲
み
や
せ
ん
か
？
。

御
隠
居
…
お
前
さ
ん
は
、
お
酒
の
量
を
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
体
へ
の
負
担
を
軽
減
し
て
は
ど
う
か

ね
。

15 2019年10月号 142019年10月号



令和 1年 9月 1日付
●異動 石村　知子【新職務】金融共済部共済普及課主任　　【旧職務】西部支店主任
●異動 藤井　智之【新職務】生活部燃料課カートピアかねと【旧職務】金融共済部共済普及課
●異動 山田　絵美【新職務】生活部生活課　　　　　　　　【旧職務】生活部燃料課カートピアかねと
令和 1年 9月17日付
●異動 中田　律子【新職務】総合企画室総務課　　　　　　【旧職務】五箇山支店

【 人 事 異 動 】

JA CARD
対象店舗でのキャッシュレス決済で最大5%ポイント還元

このマークのお店が対象です！

「キャッシュレス・消費者還元制度」
〈消費者還元対象期間〉2019年10月～2020年6月（9ヶ月間）予定

中小・小規模事業者の対象店舗でキャッシュレス決済（クレジットカードやアプリ決済等）をすると
５%（または２%）のポイントが還元される制度です。

JAカードはお好きな商品と交換できるポイントで還元！
「JAカードわいわいプレゼント」または「JAカードゴールドポイントプログラム」でご利用いただけるポイントを還元します。

※ポイント還元対象外の店舗、お取り引きがあります。ご利用時に店舗でご確認ください。

◎５%還元対象店舗で50,000円をJAカードで決済された場合
50,000円×５%＝2,500円相当のポイントを還元（2019年７月時点で予定している還元方法になります）例えば

ＪＡカードのお問い合わせは……各支店・事業所まで

ＪＡ系統店舗でもお取扱いできない
ことがありますのでご利用時にご確認
ください。

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

営業時間

セフレは10月休まず営業します。

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

２.セフレの｢ひまわり特価市｣10月度企画
当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

１、駅弁・空弁大会

第１８回丹波黒大豆枝豆収穫大会ＪＡカードでキャッシュレス決済をはじめよう！ １ｍの縄で束ねられるだけ
持ち帰れます!!

主　催：井口丹波黒大豆出荷組合
後　援：南砺市・JAなんと・北日本新聞社

令和１年10月19日   ・20日

南砺市久保地区

令和１年10月16日（水）

縄１本（１m） ２,０００円（お土産付き）
JAなんと井口事務所 ☎64-2011　FAX64-2234
南砺市井口行政センター ☎64-2211（お問合せのみ）

両日とも：9:00～15:00

剪定鋏、軍手、長靴、雨具等を用意下さい。

土 日日 　時

場　 所

料　 金

申込締切り

お申込み
お問合せ

雨天決行

連合会の展示・体験
クイズ・スタンプ
ラリーなど

青壮年組織協議会
のジャンケン大会

など

お買い物
ラリー抽選会

日時  10月13日（日）10：00～16：00
場所  富山産業展示館 テクノホール 西館 ステージイベント

とれたて！JAクイズ

とれたて
農畜産物の販売
飲食販売

フワ
フワ笑味ちゃん

その他KNBなどの
会場限定イベントも
盛りだくさん！   ▲去年の出店の様子

県内JA
ゆるキャラ大集

合

JA
なん
とも出店します！ＪＡや農業に関するクイ

ズを出題し、正解者に
は農産物・加工品など
の賞品を贈呈します。

実施期間　令和１年10月5日（土）・6日（日）

全国各地から有名駅弁・空弁大集合！！
数に限りがありますので
お早めにご来店くださいませ。
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ク
ロ
ス
ワ
�
ド
パ
ズ
ル

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
6
回
定
例
理
事
会

　８
月
26
日
開
催

第
１
号
議
案
　
西
部
C
E
建
物
の
修
繕
に
つ
い
て

　
　
西
部
C
E
サ
イ
ロ
上
部
建
物
に
つ
い
て
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
修
繕
を
す
る
旨
を
説
明
し
承

認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
城
信
・
井
口
・
上
平
の
３
つ
の
事
務
所
を
支
店
に
統
合
す
る
た
め
に
は
、
定
款
の
変
更
が
必
要
な
こ

と
か
ら
変
更
点
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
臨
時
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
城
信
・
井
口
・
上
平
の
３
つ
の
事
務
所
を
支
店
に
統
合
す
る
た
め
に
、
10
月
29
日
午
後
６
時
か
ら
臨

時
総
代
会
を
開
催
し
、
定
款
変
更
に
か
か
る
議
案
を
附
議
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
カ
ー
ト
ピ
ア
い
の
く
ち
の
閉
店
に
つ
い
て

　
　
地
域
の
重
要
な
施
設
と
し
て
存
続
す
べ
く
、
営
業
努
力
を
続
け
て
き
た
が
、
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ

り
、
や
む
な
く
カ
ー
ト
ピ
ア
い
の
く
ち
は
令
和
２
年
３
月
27
日
を
も
っ
て
閉
店
す
る
こ
と
を
説
明
し
承

認
さ
れ
た
。

①
７
月
末
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
に
よ
り
実
績
を
報
告
し
た
。

②
夏
季
座
談
会
の
意
見
集
約

　
　
城
端
・
井
口
地
区
の
夏
季
座
談
会
が
7
月
31
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
南
砺
農
業
会
館
と
東
部
支
店
で

開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
等
を
報
告
し
た
。

③
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
７
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
・
日
別
売
上
表
か
ら
実
績
を
報
告
し
た
。

④
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
状
況

　
　
新
規
加
入
３
名
、
全
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加
入
者
２
名
、
一
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加
入
者
２
名
、
相

続
に
よ
る
新
規
加
入
者
３
名
、
死
亡
に
よ
る
脱
退
者
４
名
、
譲
渡
に
よ
る
脱
退
者
２
名
と
報
告
し
た
。

⑤
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　「
お
得
な
旅
行
プ
ラ
ン
」、「
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ
」、「
大
麦
消
費
拡
大
運
動
」
の
チ
ラ
シ
を

配
付
す
る
た
め
に
組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
際
に
職
員
が
受
け
賜
っ
た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑥
平
成
30
年
産
米
の
直
売
状
況
に
つ
い
て

　
　
平
成
30
年
産
米
に
お
け
る
直
売
取
引
状
況
に
つ
い
て
、
品
種
別
数
量
と
取
引
金
額
を
報
告
し
た
。

⑦
令
和
１
年
産
　
大
麦
収
量
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て

　
　
令
和
１
年
産
の
大
麦
の
検
査
結
果
及
び
収
量
に
つ
い
て
、
集
落
別
に
報
告
し
た
。

⑧
監
事
監
査
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
監
事
会
の
決
議
に
よ
り
監
事
監
査
規
程
に
お
い
て
、
不
祥
事
発
生
時
に
お
け
る
対
応
に
つ
き
「
第
三

者
委
員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

正組合員数 2,265人
 （3）
正組合員戸数 1,919戸
 （▲12）
准組合員数 1,837人
 （▲12）
准組合員戸数 1,283戸
 （▲13）
貯　金　高 626億円
 （▲14）
貸　付　高 43億円
 （0）
共済保有高 1,384億円
 （▲51）
販売品販売高 2.6億円
 （▲0.2）
購買品供給高 8.8億円
 （▲0.5）

ＪＡなんと

協同の成果協同の成果

令和 1年 7 月末現在

（前年同月比）

（行事予定）

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月

火

水
木
金
土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

14

15

16
17
18
19
20
21
22
23
24

25

26
27
28
29
30
31

ガソリン・軽油　特売日

体育の日
いのくち旅行友の会（～15日）

やすんごと会

即位礼正殿の儀

ガソリン・軽油　特売日
第8回定例理事会

蓑谷旅行友の会（～31日）

附
議
議
案

附
議
議
案

報
告
事
項

報
告
事
項

　
五
箇
山
地
域
の
伝
統
野
菜
「
五
箇
山
ぼ
べ
ら
（
カ
ボ
チ
ャ
）」

の
収
穫
作
業
で
楮
集
落
の
圃
場
に
伺
い
ま
し
た
。

　「
五
箇
山
ぼ
べ
ら
」
は
、
合
掌
造
り
の
屋
根
を
葺
き
替
え
た

と
き
に
出
る
古
カ
ヤ
を
圃
場
に
す
き
こ
ん
だ
り
、
敷
い
た
り
し

て
栽
培
し
ま
す
。

　
集
落
で
は
、
高
齢
化
や
米
の
生
産
調
整
な
ど
で
利
用
が
難
し
く
な
っ
た
棚
田
を
復

活
さ
せ
た
い
と
試
行
栽
培
を
繰
り
返
し
、
3
年
前
に
「
五
箇
山
ぼ
べ
ら
」
の
栽
培
を

開
始
し
た
そ
う
で
す
。
東
田
幸
雄
さ
ん
は
、「
今
年
は
天
候
が
よ
く
、
良
質
の
五
箇
山

ぼ
べ
ら
が
収
穫
で
き
た
。
今
後
は
作
付
方
法
を
変
え
、
さ
ら
に
収
量
を
確
保
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
15
人
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
　
静
子
さ
ん
　     

山
崎
ひ
さ
ゑ
さ
ん
　
　
　
山
下
　
宏
美
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
E
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
! !

9
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①島根県の観光名所、──大社。神無月
には日本中の神様が集まるのだとか
②大福餅の中身です
③10月の第2月曜は──の日。国民の祝
日です
④絵画や色紙を入れます
⑤江戸時代の旅人の履き物。二足の──
⑦「カラスの足跡」と呼ぶシワができると
ころ
⑩騎手たちが１着を争います
⑫日本で3番目に広い湖
⑬釣りで使う擬餌針のこと
⑭一本釣りで知られる魚の一つ
⑰京都三大祭りの一つ、──祭は10月に
行われます
⑲目で見える範囲のこと
⑳得の反対語

ヨコのキーワード

家
の
光  

10
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
改
正
出
入
国
管
理
法
に
よ
っ
て
、
今

年
4
月
か
ら
5
年
間
で
、
最
大
34
万
５

０
０
０
人
の
外
国
人
労
働
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
村
で

も
、
農
業
を
支
え
る
仲
間
と
し
て
外
国

人
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
言
葉
や
文
化

が
異
な
る
人
々
と
地
域
で
共
生
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
農
業
現
場

で
働
く
外
国
人
の
声
と
と
も
に
お
伝

え
し
ま
す
。

農
村
で
働
く
仲
間

外
国
人
と
共
生
す
る
ヒ
ン
ト

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

②
『
羅
生
門
』
『
鼻
』
は
│
│
龍
之
介
の
作
品
で
す

⑥
建
築
士
が
引
い
た
り
広
げ
た
り

⑧
サ
ケ
な
ど
の
卵
の
塩
漬
け

⑨
平
仮
名
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
こ
れ
の
一
種

⑩
便
箋
に
引
い
て
あ
る
線

⑪
資
源
な
ど
を
再
利
用
す
る
こ
と

⑮
王
様
の
耳
は
│
│
の
耳

⑯
ゼ
イ
ゴ
や
ゼ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ
る
う
ろ
こ
を
持
つ
魚

⑱
長
崎
県
の
北
の
端
に
あ
る
島

⑳
炭
酸
水
の
こ
と
。
ク
リ
ー
ム
│
│

㉑
だ
し
で
煮
た
鶏
肉
を
卵
で
と
じ
て
ご
飯
に
の
せ
る

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

10
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
10
月
1
日（
火
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E

サ

フ

ア

イ

ア

秋の味覚「サンマ」を
蒲焼のタレで
南砺の新米「コシヒカリ」と
絶妙な味のハーモニー♪♪
お召し上がりください！

秋の味覚「サンマ」を
蒲焼のタレで
南砺の新米「コシヒカリ」と
絶妙な味のハーモニー♪♪
お召し上がりください！

秋の味覚さんま 「さんま」「さんま」「さんま」

200200円円1個1個税込

182019年10月号19 2019年10月号
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ワ
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パ
ズ
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ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
6
回
定
例
理
事
会

　８
月
26
日
開
催

第
１
号
議
案
　
西
部
C
E
建
物
の
修
繕
に
つ
い
て

　
　
西
部
C
E
サ
イ
ロ
上
部
建
物
に
つ
い
て
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
修
繕
を
す
る
旨
を
説
明
し
承

認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
城
信
・
井
口
・
上
平
の
３
つ
の
事
務
所
を
支
店
に
統
合
す
る
た
め
に
は
、
定
款
の
変
更
が
必
要
な
こ

と
か
ら
変
更
点
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
臨
時
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
城
信
・
井
口
・
上
平
の
３
つ
の
事
務
所
を
支
店
に
統
合
す
る
た
め
に
、
10
月
29
日
午
後
６
時
か
ら
臨

時
総
代
会
を
開
催
し
、
定
款
変
更
に
か
か
る
議
案
を
附
議
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
カ
ー
ト
ピ
ア
い
の
く
ち
の
閉
店
に
つ
い
て

　
　
地
域
の
重
要
な
施
設
と
し
て
存
続
す
べ
く
、
営
業
努
力
を
続
け
て
き
た
が
、
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ

り
、
や
む
な
く
カ
ー
ト
ピ
ア
い
の
く
ち
は
令
和
２
年
３
月
27
日
を
も
っ
て
閉
店
す
る
こ
と
を
説
明
し
承

認
さ
れ
た
。

①
７
月
末
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
に
よ
り
実
績
を
報
告
し
た
。

②
夏
季
座
談
会
の
意
見
集
約

　
　
城
端
・
井
口
地
区
の
夏
季
座
談
会
が
7
月
31
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
南
砺
農
業
会
館
と
東
部
支
店
で

開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
等
を
報
告
し
た
。

③
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
７
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
・
日
別
売
上
表
か
ら
実
績
を
報
告
し
た
。

④
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
状
況

　
　
新
規
加
入
３
名
、
全
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加
入
者
２
名
、
一
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加
入
者
２
名
、
相

続
に
よ
る
新
規
加
入
者
３
名
、
死
亡
に
よ
る
脱
退
者
４
名
、
譲
渡
に
よ
る
脱
退
者
２
名
と
報
告
し
た
。

⑤
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　「
お
得
な
旅
行
プ
ラ
ン
」、「
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ
」、「
大
麦
消
費
拡
大
運
動
」
の
チ
ラ
シ
を

配
付
す
る
た
め
に
組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
際
に
職
員
が
受
け
賜
っ
た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑥
平
成
30
年
産
米
の
直
売
状
況
に
つ
い
て

　
　
平
成
30
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産
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に
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け
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直
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、
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種
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数
量
と
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を
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。
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及
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結
果
に
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の
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査
結
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び
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量
に
つ
い
て
、
集
落
別
に
報
告
し
た
。

⑧
監
事
監
査
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
監
事
会
の
決
議
に
よ
り
監
事
監
査
規
程
に
お
い
て
、
不
祥
事
発
生
時
に
お
け
る
対
応
に
つ
き
「
第
三

者
委
員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

正組合員数 2,265人
 （3）
正組合員戸数 1,919戸
 （▲12）
准組合員数 1,837人
 （▲12）
准組合員戸数 1,283戸
 （▲13）
貯　金　高 626億円
 （▲14）
貸　付　高 43億円
 （0）
共済保有高 1,384億円
 （▲51）
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 （▲0.2）
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 （▲0.5）
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み
ど
こ
ろ

　
改
正
出
入
国
管
理
法
に
よ
っ
て
、
今

年
4
月
か
ら
5
年
間
で
、
最
大
34
万
５

０
０
０
人
の
外
国
人
労
働
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
村
で

も
、
農
業
を
支
え
る
仲
間
と
し
て
外
国

人
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
言
葉
や
文
化

が
異
な
る
人
々
と
地
域
で
共
生
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
農
業
現
場

で
働
く
外
国
人
の
声
と
と
も
に
お
伝

え
し
ま
す
。

農
村
で
働
く
仲
間

外
国
人
と
共
生
す
る
ヒ
ン
ト

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

②
『
羅
生
門
』
『
鼻
』
は
│
│
龍
之
介
の
作
品
で
す

⑥
建
築
士
が
引
い
た
り
広
げ
た
り

⑧
サ
ケ
な
ど
の
卵
の
塩
漬
け

⑨
平
仮
名
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
こ
れ
の
一
種

⑩
便
箋
に
引
い
て
あ
る
線

⑪
資
源
な
ど
を
再
利
用
す
る
こ
と

⑮
王
様
の
耳
は
│
│
の
耳

⑯
ゼ
イ
ゴ
や
ゼ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ
る
う
ろ
こ
を
持
つ
魚

⑱
長
崎
県
の
北
の
端
に
あ
る
島

⑳
炭
酸
水
の
こ
と
。
ク
リ
ー
ム
│
│

㉑
だ
し
で
煮
た
鶏
肉
を
卵
で
と
じ
て
ご
飯
に
の
せ
る

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

10
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
10
月
1
日（
火
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E

サ

フ

ア

イ

ア

秋の味覚「サンマ」を
蒲焼のタレで
南砺の新米「コシヒカリ」と
絶妙な味のハーモニー♪♪
お召し上がりください！

秋の味覚「サンマ」を
蒲焼のタレで
南砺の新米「コシヒカリ」と
絶妙な味のハーモニー♪♪
お召し上がりください！

秋の味覚さんま 「さんま」「さんま」「さんま」

200200円円1個1個税込
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キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

クリーニングの白光舎クリーニングの白光舎
　有効期限：2019年9月25日（水）～10月24日（木）
（Ｙシャツ・特殊品・セール品は除きます）

☎ 62－0019

※必ず本券をお持ちください
25%off25%off25%off25%off

セフレセフレ クリーニング割引券クリーニング割引券

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　次回11月号より広報担当者が変わります。長い間あり
がとうございました。引き続きこの「こうほうＪＡなんと」
をご愛読いただきますようお願いします。

（山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）

  各カートピアSSへ

皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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